
はじめに
　三浦（₂₀₁₄， ₂₀₁₅， ₂₀₁₇， ₂₀₁₉， ₂₀₂₀）の観察記
録（₁），（₂），（₃），（₄），（₅）に続き島根県内に
おいて採集した植物について染色体数を報告する．
　今回は ₈種の染色体について報告する．

材料と方法
　染色体観察を行った植物は野外から採集し，宍
道湖グリーンパーク内において，栽培用ビニール
ポットに移植し，栽培した．また，ふるさと尺の
内公園およびその周辺から採集した種に関して
は，一部種子からの発芽個体を用いた．種子の発
芽方法に関しては，三浦・渕上（₂₀₂₀）に従った．
そして，染色体の観察方法は，三浦（₂₀₁₄）と同
様に行った．染色体数を明らかにした個体は標本
として，ホシザキ野生生物研究所に保存する．

結果と考察
Asphodelaceae

ノカンゾウ Hemerocallis fulva L. var. disticha 

（Donn ex Ker Gawl.） M.Hotta

染色体数 ₂n＝₂₂（図 ₁A）
採集地：出雲市佐田町一窪田
　これまでに松岡（₁₉₇₁）は大阪府千早，兵庫県
相野，岐阜県土岐，京都府大悲山の個体を用いて
₂n＝₂₂ を報告している．島根県産の個体におい
ても，染色体数はこれまでの報告と一致した．

Amaryllidaceae

キツネノカミソリ Lycoris sanguinea Maxim. var. 

sanguinea

染色体数 ₂n＝₂₂（図 ₁B）
採集地：出雲市佐田町反辺
　これまでに西山（₁₉₂₈）は，n＝₁₁，₂n＝₂₂，
₃₃ を報告している．また，稻荷山（₁₉₃₁）は，
東京産の個体で ₂n＝₂₂ を報告している．さらに
Kurita（₁₉₈₉）は，国内 ₁ 都 ₁₈ 県において，ほ
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図 1　島根県産植物の染色体画像．A; ノカンゾウ Hemerocallis fulva var. disticha ₂n＝₂₂，B; キツネノカミソリ Lycoris 
sanguinea var. sanguinea ₂n＝₂₂，C; ヌカボシソウ Luzula plumosa ₂n＝₂₄，D; サラシナショウマ Cimicifuga simplex 
₂n＝₁₆，E; ネコハギ Lespedeza pilosa ₂n＝₂₀，F; ヤマアイMercurialis leiocarpa ₂n＝₄₈，G; キキョウ Platycodon grandi-
florus ₂n＝₁₈，H; コウヤボウキ Pertya scandens ₂n＝₂₆．スケールバーはすべて ₅ µm．
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ぼすべての個体が ₂n＝₂₂ であったとしている．
そして，その中の，静岡県小笠郡本所の個体に
おいて，₂n＝₃₂ を確認した．そのほか，Tae and 

Ko（₁₉₉₁）は，静岡県金谷町の個体で ₂n＝₂₂ を
報告している．今回，島根県産の個体においても，
染色体数はこれまでの報告と一致した．

Juncaceae

ヌカボシソウ Luzula plumosa E.Mey

染色体数：₂n＝₂₄（図 ₁C）
採集地：雲南市木次町山方ふるさと尺の内公園裏
山林
　Záveská Drábková（₂₀₁₃）は，₂n＝₄₆ を報告
している．しかし，今回観察した島根県の個体は
₂n＝₂₄であり，これまでの報告とは一致しなかっ
た．Záveská Drábková（₂₀₁₃）はスズメノヤリ属
Luzulaの染色体数について，₂n＝₁₂，₂₄，₃₆ が
一般的な数であるとしている．

Ranunculaceae

サラシナショウマ Cimicifuga simplex （DC.） 
Wormsk. ex Turcz

染色体数 ₂n＝₁₆（図 ₁D）
採集地：雲南市加茂町近松
　これまでに Emura（₁₉₇₀a,b）は，北海道，本
州近畿以東と四国産の個体をおいて ₂n＝₁₆ を報
告している．また西川（₁₉₈₀）は北海道産の個体
にて，₂n＝₁₆ を報告している．島根県産の個体
においても ₂n＝₁₆ であり，これまでの報告と一
致した．

Fabaceae

ネコハギ Lespedeza pilosa （Thunb.） 
Siebold et Zucc.

染色体数 ₂n＝₂₀（図 ₁E）
採集地：雲南市木次町山方ふるさと尺の内公園
　これまでに国内では，児玉（₁₉₈₉）により ₂n
＝₂₀ が報告されている．今回もこれまでの報告
と染色体数は一致した．

Euphorbiaceae

ヤマアイ Mercurialis leiocarpa （Lour.） 
Müll.Arg.

染色体数：₂n＝₄₈（Fig. ₁F）
採集地：出雲市佐田町反辺
　これまでにMorinaga et al.（₁₉₂₉）は，n＝₂₄
を報告している．また，Chuang et al.（₁₉₆₂）は
台湾産の個体で n＝₂₄ を報告している．今回の
観察は体細胞によるものであるが，島根県におい
てもこれまでの染色体数の報告と一致している．

Campanulaceae

キキョウ Platycodon grandiflorus （Jacq.） A.DC.

染色体数：₂n＝₁₈（図 ₁G）
採集地：雲南市木次町山方ふるさと尺の内公園裏
山林
　これまでに西川（₁₉₈₆）は，北海道産の個体で
₂n＝₁₈ を報告している．島根県においてもこれ
までの染色体数の報告と一致した．

Asteraceae

コウヤボウキ Pertya scandens （Thunb.） Sch.Bip.

染色体数 ₂n＝₂₆（図 ₁H）
採集地：雲南市木次町山方ふるさと尺の内公園裏
山林
　これまでに荒野・中村（₁₉₆₈）が埼玉県伊豆ヶ
岳産の個体において，₂n＝₂₆ を報告している．
今回もこれまでの染色体数の報告と一致した．
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Appendix. Chromosome number and collection localyties of studied taxa in Shimane Prefecture

Chromosome
Taxon Family Collection locality number（₂n）
Hemerocallis fulva var. disticha Asphodelaceae Izumo City, Sada-cho, Ichikubota ₂₂
Lycoris sanguinea var. sanguinea Amaryllidaceae Izumo City, Sada-cho, Tanbe ₂₂
Luzula plumosa Juncaceae Un-nan City, Kisuki-cho, Shakunouchi-park ₂₄
Cimicifuga simplex Ranunculaceae Un-nan City, Kamo-cho, Chikamatsu ₁₆
Lespedeza pilosa Fabaceae Un-nan City, Kisuki-cho, Shakunouchi-park ₂₀
Mercurialis leiocarpa Euphorbiaceae Izumo City, Sada-cho, Tanbe ₄₈
Platycodon grandiflorus Campanulaceae Un-nan City, Kisuki-cho, Shakunouchi-park ₁₈
Pertya scandens Asteraceae Un-nan City, Kisuki-cho, Shakunouchi-park ₂₆
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